
川に学ぶ体験活動協議会（略称ＲＡＣ）は、「川
の指導者」の育成や様々な活動を通じて川と人々
との関係をより深いものにしていくことを目的と
して、平成 12 年 9 月に設立され、令和 4 年 2 月
現在全国の約 100 団体によって構成されています。
長いコロナ禍の中、自然体験活動を行っている方々
は思うように川での活動をすることができません。
このような状況下で密を避けてキャンプ体験が増
えています。以前からのお願いですが、水辺での
キャンプについては必ずライフジャケットを着て
遊んで欲しいものです。また、東京都の運河で地
域の企業の方々が「流域防災」の考え方も含め水
害救助にも使われているEボートでレース大会が
開催されました。今回も活動報報告についてご紹
介致します。

【流域力向上防災フォーラム】
昨年の 12 月 1 日に江東区の東陽町で防災フォー

ラムが開催されました。水害での救助に使われて
いるEボートの説明や活用についてお話しをさせ
ていただきました。地域の企業が江東エリアの町
内会の方々と一緒に水辺利用と地域防災の取組を
行っています。3日は汐浜運河での第１回企業対抗
の防災 Eボート「汐浜運河レース」が開催されま
した。レースとなると皆さん熱くなり、参加者の
方々は夢中でびしょびしょになりながら漕いでい
ました。今回の Eボートのレース大会は今後継続
される予定です。東京の他の運河でもこのような
取組みができることを期待しています。

【信濃川下流河川事務所事業　ＲＡＣリスクマネジ
メント講座 in やすらぎ堤】
昨年の夏、コロナ禍の中、信濃川のやすらぎ堤

でリスクマネジメント講座を行いました。座学は
密を避けて河川敷のテントサイトでの開催でした。
屋外なのでとても気持ちよくのびのびと講座を開

催する事が出来ました。このような河川敷のテン
トサイトでの講座はお薦めかもしれません。今後
も通常の安全対策ももちろんのことコロナ感染に
も充分に注意をして、体験活動を開催して行かな
ければなりません。感染に対してはいろいろな新
たな知見を基にアイデアで対応して行かなければ
と思います。

【揖斐川での川の体験活動】
昨年の 11 月には、岐阜県揖斐川でのEボート体
験活動を行いました。対象は河川管理者向けです。
乗船前に川の安全についての説明を行い、地域の
運河や揖斐川本川での体験活動を行いました。運
河では将来的には地域の人たちが気軽にEボート
体験ができるように、まだ、他のイベントと一緒
にできることを模索しています。
これらの活動を通じ、川のリスクと危険回避の
方法が普及され、川での体験活動の機会が増え、
川と人が共存できる「川に学ぶ社会」へ近づくこ
とが出来れば幸いです。

《NPO法人川に学ぶ体験活動協議会》
東京都北区田端 1-11-1 勘五郎ビル 104
TEL:03-5832-9841　FAX:03-6893-2642
http://www.rac.gr.jp/

「川に学ぶ体験活動協議会」活動紹介
ＮＰＯ法人川に学ぶ体験活動協議会　事務局長　大井　里美
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と
同
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ほ
ど
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彼
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の
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を
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な
が
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、
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真
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直
ぐ
な
ん
だ
ろ
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。
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真
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向
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困
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か
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が
ら
も
前
に
進
も
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と
す
る
感
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は
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き
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と
子
ど
も
た
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に
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好
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。

若
い
時
は
答
え
が
分
か
ら
な
く
て
苦
し
い
だ
ろ
う
け
れ
ど
、
あ
な
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に
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、
た

だ
そ
れ
だ
け
で
、
周
囲
に
お
日
様
の
よ
う
な
影
響
を
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え
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い
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の
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な
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。

こ
の
歌
の
「
ち
は
や
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」
と
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治
に
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か
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葉
で
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」
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」
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は
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威
が
た
ち
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こ
ろ
に
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ぶ
こ
と
、
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る
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揺
り
動
か

し
生
気
を
呼
び
起
こ
す
こ
と
で
、「
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じ

」
人
に
掛
か
る
。
さ
ら
に
宇
治
は
、
東
と
南
北
の
三

方
が
山
に
囲
ま
れ
、
宇
治
川
が
西
の
平
野
に
流
れ
出
す
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
い
る
。
交
通

の
要
衝
で
あ
り
、
歴
史
や
文
学
の
舞
台
と
し
て
も
名
高
く
、
万
葉
集
に
も
数
多
く
詠
ま
れ

て
い
る
。「
勢
い
盛
ん
な
氏
人
、
そ
の
氏
で
は
な
い
が
、
宇
治
川
の
波
が
あ
ま
り
に
清
ら
か

で
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
か
。
旅
行
く
人
が
立
ち
去
る
こ
と
が
で
き
ず
に
い
る
よ
。」
旅
先
で
見

る
川
は
、
な
ぜ
こ
ん
な
に
人
を
惹
き
つ
け
る
の
だ
ろ
う
。
荘
厳
な
山
々
か
ら
「
気
」
の
贈

り
物
を
携た
ず
さえ
て
大
地
を
流
れ
ゆ
く
姿
。
特
に
橋
の
上
か
ら
上
流
を
望
む
と
き
、
そ
の
す
べ

て
が
自
分
に
降
り
注
ぎ
、
時
に
浄
化
さ
れ
、
時
に
満
た
さ
れ
、
時
を
忘
れ
て
眺
め
入
る
。

川
波
は
日
差
し
に
き
ら
め
く
。
そ
の
せ
せ
ら
ぎ
は
、
か
つ
て
母
の
お
な
か
の
中
に
い
た
と

き
の
原
点
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
う
。
川
の
懐
ふ
と
こ
ろは
そ
れ
だ
け
深
い
。

普
段
は
人
工
物
に
囲
ま
れ
て
生
き
て
い
る
け
れ
ど
、
実
は
人
も
自
然
の
中
の
一
部
で
あ
る

こ
と
を
実
感
す
る
よ
う
な
ひ
と
と
き
だ
。
千
年
以
上
も
前
に
生
き
て
歌
を
詠
ん
だ
そ
の
人

は
、
ど
ん
な
思
い
で
こ
の
河
原
に
い
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
千
年
後
の
誰
か
も
き
っ
と
、

同
じ
よ
う
に
立
ち
去
り
が
た
く
こ
の
川
を
見
つ
め
て
い
る
だ
ろ
う
。
宇
治
川
は
、
琵
琶
湖

の
最
南
端
か
ら
発
し
た
瀬
田
川
が
大
津
を
南
下
し
、
京
都
府
宇
治
市
あ
た
り
で
宇
治
川
と

な
る
。
写
真
の
碑
は
、
宇
治
市
宇
治
塔
川
の
宇
治
市
観
光
セ
ン
タ
ー
の
前
に
あ
る
。

冬
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終
わ
っ
た
。
千
早
振
る
選
手
た
ち
は
み
な
、

最
善
を
尽
く
し
て
輝
き
、観
る
も
の
の
心
を
震
わ
せ
、熱
く
し
た
。今
、少
し
離
れ
た
隣
の
テ
ー

ブ
ル
に
い
る
彼
女
も
ま
た
、
私
の
心
を
豊
か
に
し
て
い
る
こ
と
を
い
つ
か
伝
え
た
い
。
き
っ

と
そ
れ
が
本
当
に
伝
わ
る
の
は
、
彼
女
が
定
年
を
迎
え
る
頃
に
な
る
だ
ろ
う
け
れ
ど
も
。
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